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事
業
部
会
の
活
動
計
画 

事
業
部
会
長 

溝
口 

清 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
三
年
度
の

事
業
部
長
を
拝
命
致

し
ま
し
た
溝
口
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
「
知
る
栃
・
オ
ト
ナ
の
探
勝
会
」
、

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
等
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
度
は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍

な
さ
っ
て
い
る
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
迎
え
た
こ
と

も
あ
り
、
「
会
員
の
持
て
る
力
」
を
活
か
し
た
活

動
を
模
索
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
従
来
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
、
歩
こ

う
会
の
開
催
に
加
え
、
新
た
な
事
業
部
会
活
動

が
提
案
出
来
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。 

◆
事
業
部
会
活
動
目
標 

一
．
既
に
あ
る
人
材
、
資
源 

を
活
用
し
、
継
続
し
て 

活
動
で
き
る
事
業
を
進 

め
る 

二
．
「
健
生
会
員
の
持
て
る 

力
」を
活
か
し
た
、
新 

た
な
地
域
貢
献
活
動 

を
検
討 

◆
平
成
二
十
三
年
度
事
業
部
会
活
動 

一
．
既
に
あ
る
人
材
、
資
源
を
活
用
し
た
活
動 

○
さ
く
ら
市
定
期
文
化
振
興
事
業
の
「
さ
く

ら
市
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ応
募 

「
音
の
花
か
ご
コ
ン
サ
ー
ト
」を
提
案
。 

採
用
さ
れ
れ
ば
、
事
業
費
と
し
て
さ
く
ら

市
の
助
成
金
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
「
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」を
開
催 

入
場
料
の
一
部
を
義
捐
金
と
し
て
寄
付
す

る
計
画
で
、
「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん

と
共
同
で
開
催
し
ま
す
。 

○
「
歩
こ
う
会
」の
開
催 

県
の
健
康
づ
く
り
普
及
運
動
の
「メ
タ
ボ
阻

止
し
隊
」
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま

す
。 

二
．
「
健
生
会
員
の
持
て
る
力
」
を
活
か
し
た
、

新
た
な
地
域
貢
献
活
動
を
検
討 

○
「
音
楽
療
法
」を
活
か
し
た
活
動 

○
「
生
活
習
慣
病
を
理
解
し
て
食
事
改

善
」
・
・・理
論
と
料
理
実
践
活
動 

○
「
健
生
会
員
の
持
て
る
力
」の
活
用 

以
上
の
活
動
を
実
行
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様

の
事
業
部
会
へ
の
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

研
修
部
会
の
活
動
計
画 

 
 

 
 

 

研
修
部
会
長 

田
部
井
一
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
二

年
は
、
養
成
講

座
・
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

で
の
講
演
・
鹿

沼
生
涯
学
習
大 

学
講
座
・
各
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
講
演

等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
昨
年
の
流
れ
を
基
本
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
が
、
今
年
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
講
演
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
今
ま
で
の
も
の
を
見
直
し
て
改

善
す
る
と
共
に
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

活
動
目
標
と
し
て
は
、
研
修
部
会
を

午
前
中
に
や
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ

の
後
に
定
例
会
に
臨
む
こ
と
と
し
ま

す
。
ま
た
、
養
成
講
座
の
推
進
・
鹿
沼

生
涯
学
習
大
学
講
座
の
開
催
・
三
年
経

っ
た
講
演
テ
ー
マ
の
見
直
し
に
よ
る
変

更
・
削
除
・
追
加
を
行
い
、
新
し
く
立

ち
上
げ
る
も
の
を
検
討
し
ま
す
。
更
に
、

議
題
や
テ
ー
マ
の
な
い
時
を
活
用
し
て

参
考
資
料
を
配
布
し
て
勉
強
会
を
行

い
、
部
会
内
の
意
見
交
換
と
情
報
の
共

有
化
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
深
度
化
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て 

 
 

 
 

 
 

 

講
師
活
動
担
当 

高
野 

幸
夫 

国
難
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
の
社
会
状
況
に

伴
っ
て
生
活
者
も
予

期
し
な
い
戸
惑
い
と

不
安
に
見
舞
わ
れ
て 

い
る
昨
今
、
視
点
を
変
え
れ
ば
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
私
達
の
役

割
や
社
会
的
責
任
は
大
き
い
と
言
え
る
。 

 

今
期
の
講
師
活
動
者
に
新
し
く
期
待
の
メ

ン
バ
ー
が
加
わ
っ
た
の
で
活
動
の
範
囲
と
分

野
は
か
な
り
厚
み
を
増
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

特
に
音
楽
芸
術
と
調
理
栄
養
の
専
門
家
の
参

加
は
過
去
に
希
薄
な
部
分
で
あ
っ
た
の
で
心

強
い
。 

 

と
こ
ろ
で
講
師
と
し
て
活
動
す
る
の
に
必

要
不
可
欠
な
の
は
講
和
の
ス
キ
ル
で
あ
る
。
謝

金
が
あ
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
主
催
者
に
と
っ

て
は
そ
の
後
の
活
動
に
影
響
を
与
え
る
し
、
視

聴
者
と
し
て
は
興
味
と
関
心
の
気
持
ち
で
聞

き
に
来
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

今
年
度
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
勉
強

会
を
復
活
さ
せ
て
、
視
聴
者
が
喜
び
主
催
者
か

ら
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
講
師
陣
と
し
て
実
力

を
身
に
つ
け
た
い
。
ま
た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

震
災
被
災
者
の
避
難
施
設
に
出
向
い
て
、
元
気

を
取
り
戻
し
て
頂
け
る
よ
う
な
機
会
を
提
案

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

田
部
井
部
会
長
を
盛
り
立
て
な
が
ら
講
師

活
動
が
そ
の
任
務
と
社
会
的
責
任
を
尐
し
な

り
と
も
果
た
せ
る
様
に
活
性
化
し
て
い
き
た

い
。 

平
成
二
十
三
年
度 

各
専
門
部
会
の
活
動
計
画 

福
田 

越
子 

 
 

初
め
ま
し
て
、
平

成
二
十
三
年
度
に

入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
福
田

で
す
。 

私
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
「
益
子
焼
」

で
有
名
な
益
子
町
に
生
ま
れ
、
現
在
は
「
い
ち

ご
栽
培
日
本
一
」
の
真
岡
市
に
住
ん
で
お
り
ま

す
。 昨

年
の
三
月
に
定
年
退
職
し
、
職
場
人
間
か

ら
家
庭
に
入
り
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
分
を
振
返
っ
た
時
、
こ
の
ま
ま
で
人
生
を
送

る
に
は
何
か
が
足
り
な
い
・
・
・
と
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
某
誌
の
案
内
欄
の

「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

研
修
が
目
に
留
ま
り
、
『
こ
れ
だ
』
と
思
い
受

講
し
ま
し
た
。
皆
様
の
熱
心
な
ご
指
導
の
下
、

お
蔭
様
で
無
事
合
格
、
認
定
を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
は
真
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
栃
木
県
の
「
井
頭
公
園
緑

の
相
談
所
友
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
放
送
大

学
の
「
心
理
学
研
究
会
」
な
ど
の
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。 

今
後
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と

し
て
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
実

践
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
一
年
と
位
置

づ
け
た
い
で
す
。 

自
己
の
経
験
を
活
か
し
「
で
き
る
と
こ
ろ
の

一
歩
」
か
ら
始
め
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度 

新
入
会
員
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
橋 

武
紀 

 

新
入
会
員
の
高
橋

武
紀
（
タ
ケ
ノ
リ
）、 

皇
紀
２
６
０
０
年
生

ま
れ
で
す
。 

鹿
沼
市
に
生
ま
れ
・
育
ち
、
栃
木
県
に
働
き

故
郷
を
一
度
も
離
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
井
の
中
の
蛙
大
海
…
」
と
視
野
の
狭
い
生

き
様
を
反
芻
し
て
い
ま
す
。 

今
、
東
日
本
大
震
災
で
無
念
に
落
命
さ
れ
た

方
々
。
日
々
苦
難
に
耐
え
、
懸
命
に
生
き
て
い

る
人
び
と
の
こ
と
を
見
聞
す
る
と
き
…
泪
し
、

人
間
・
人
生
の
儚
さ
を
痛
感
し
、
寂
し
く
、
言

い
様
の
な
い
憤
り
を
覚
え
ま
す
。 

 

こ
れ
も
自
然
（
災
害
）
に
対
す
る
私
達
の
無

知
、
驕
り
へ
の
天
罰
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
私
は
、
今
回
の
災
害
・
人
災
か
ら

多
く
を
学
び
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
願
い
を
忖

度
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
心
し
て
励
ま
ね

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 広

報
部
会
の
活
動
計
画 

 
 

 
 

 

広
報
部
会
長 

 

藤
田 

三
夫 

広
報
部
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・運 

営
、
年
二
回
の
会
報
の
発
行
と
、
事
業
部
会
、

研
修
部
会
の
実
施
す
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
の

広
報
活
動
を
タ
イ
ム
リ 

ー
に
展
開
し
ま
す
。 

ま
た
、
当
協
議
会
の
活 

動
基
盤
を
確
保
す
る
た 

め
に
、
県
南
、
県
央
、
県 

北
に
拠
点
を
置
く
各
種 

団
体
と
の
連
携
を
図
る 

よ
う
に
し
ま
す
。 

会
員
各
位
の
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 
平
成
二
十
三
年
度 

定
期
総
会
開
催
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長 

長
尾 

嘉
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
月
十
一
日
に
発
生

し
た「
東
日
本
大
震
災
」

の
た
め
、
当
初
予
定
し

て
い
た
四
月
十
日
を
延

期
し
て
、
四
月
二
十
四

日
（
日
）
十
時
か
ら
、 

と
ち
ぎ
健
康
の
森
教
室 

D
に
お
い
て
、
十
七

名
の
会
員
参
加
の
下
、
平
成
二
十
三
年
度
の
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。 

第
一
号
議
案（
平
成
二
十
二
年
度
活
動
実
績
、

並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
）
及
び
第
二
号
議

案
（
平
成
二
十
三
年
度
活
動
計
画
（
案
）、
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
共
に
異
議

が
無
く
承
認
さ
れ
た
。 

第
三
号
議
案
（
役
員
改
選
に
つ
い
て
）
は
、 

会
長 

森
山
京
逸
氏
、
副
会
長 

黒
宮
ヤ
ヨ
イ

氏
、
田
部
井
一
男
氏
、
事
務
局
長 

長
尾
嘉
郎

氏
、
理
事 

藤
田
三
夫
氏
、
島
方
正
敏
氏
、
溝

口
清
氏
、
武
田
裕
氏
、
監
事 

君
良
秀
氏
、
大

小
原
佳
一
氏
を
選
任
し
、
顧
問
に
高
野
幸
夫
氏

 

が

委

嘱

さ

れ

た
。
そ
の
他
、

新
入
会
員
二
名

（

高

橋

武

紀

氏
、
福
田
越
子

氏
）
の
紹
介
が

あ
り
、
総
会
終

了
後
同
会
場
に

て
新
入
会
員
歓

迎
昼
食
会
を
開

催
し
た
。 

 

 

黒宮邸で事業部会を開催 

歓迎昼食会 

会報 13号編集会議開催中 

ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク 

健
康
・生
き
が
い
開
発
財
団 

常
務
理
事 

大
谷 

源
一 

一
、
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い 

二
、
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り

す
る 

三
、
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な 

 

い な
ど
七
項
目
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク
。 

一
九
五
八
年
の
平
均
寿
命
は
男
性
五
十

八
歳
、
女
性
が
六
十
二
歳
だ
っ
た
も
の
が
、

二
０
０
八
年
男
性
七
十
九
歳
、
女
性
八
十

六
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
と
と

も
に
膝
と
腰(

運
動
器)

の
機
能
が
低
下
し

要
介
護
へ
の
道
を
辿
る
、｢

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム｣

と
東
京
大
学
高
齢
社
会

総
合
研
究
機
構(

東
大
IOG)

の
中
村
耕
三
先

生
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ご
存
じ

の
よ
う
に
辻
理
事
長
も
東
大
IOG
を
拠
点

に
活
動
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
動
も
多
様
化
し
、
若
い
世
代
へ
の
支

援
・
若
い
世
代
に
つ
な
が
る
活
動
、
地
域

支
え
合
い
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
や

市
民
後
見
人
）、
そ
し
て
こ
の
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
無
縁
で
い
ら
れ
る
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
と
い

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

｢

生
き
が
い
＝
自
己
実
現
＝
社
会
貢
献｣

の
担
い
手
と
し
て
、
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
の
活
動
領
域
が

拡
が
り
、
各
健
生
間
で
の
広
域
連
携
が
活

性
化
し
て
い
く
。
そ
の
媒
介
と
し
て
財
団

を
ご
活
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。 

 

６月５日の定例会において、県

健康福祉部健康づくり推進担当

の平野裕課長補佐(写真)に、とち

ぎ健康２１プランと県民健康・

栄養調査結果の概要について解

説していただきました。 

 

 

 

 

 

 


